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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　序

　液1伏絹の分子拶ミ態に關す島晦祭は，畿由質の変性機構の爾か曜も，更に一般に齢癬騨競は生縮単

の葡から蓉つても，叉命予物性論の立揚から兇ても，興味深く量鍛要朦聞題であ疹う1灘愈われあ。然

るた液欺絹の研spaFtS1、蝋勒は可成り古くから行われてV・るにも拘わらす，例死ばその盤成秀ねる歩イブμ

イン及びセリシンの分子形態すら，未だ明かに書れて居らす，繰つて極めで優昧鳳不合麗癒醗2）⑰鋤，bR

行われている現歌であるかに見憂けられる。

　本論では，普通の（熟蟹の）状態に於kナる酸駅絹の分子形態を仮楚砺　それに僚り液撒絹の簸濯穣遡

程を展犠し，矛盾なく譲くの爽験結果を競明する。その後で從來の醗に対して，疑念麹蓮べ批判凝行

う。元來虞範囲の辮象の綜倫農黎であるから，既に建驚的議論の遽め得厨騨覇処でも，．騰の偲班に

鶴り数噸騨を行う樺鱒騨ナる編に隔、　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幟瞠とF弩「繋’4

知餓蝋鱒勲継鱗醜縫馨醐盤翻便雌嫌繰磁購・
（t）階齪懸獅懸の灘絹（以下職こT・で尉）di・r」・・“（P・その蝋礫るフ・プ酬・（1IT

算で添ず）は，陶一鎭或織他の鎖蕊轡にからみ食つていて，その鎖の形態犠水髄・鵬内のベブタイド構

ue・4・で戴ば濁撚灘鞭盤鯛融の蝋に融職議・醗騨灘霞騰も餓脇」
　（2）而も「鎖のからみ含いの中礪欄鋤一…部闘慧が晶楚の欝期齢聯嚇遜接齢幽縦蟹，彊困鵡

型あ轡陛縫償る縮互作用を及憾し合い，或る規模で背骨が亭行集東し，緩の疑集結誉を威じて憐鵜

その燃の規模と結合の搬は1察間騰及びセリシン（以下Sで添ず）や購彬観，霧鰍辮じ

ている水分子，イオン等の扱漕｛甲衡とに依り定まる」魯こb種め結谷層〃ミセルの撰〃と呼麟う。り

まり寮間障碍や吸着水の影饗等で，非可磁的凝集歌態に冤る壌なく，ZIS｛tsしている結合である。

　（3）「水分子は側鎖及び背骨では虫として，極性の張い一Nff，　OO・部に多騰扱着している。吸着

京を葦う水分子暦の，下暦数暦が所謂bo職｛1　w漁rであり，これは極めて高度に構造的に配列し，　Fに

強く結合している。畿暦部の氷分子は侮かに吸着されfre色、、厩erに近い。中間の暦は両者の申間散態

で，所EN　t，ranAglatiOn　Vateneであるo非可逆酌凝集ば1）o1md、vaterの或る％以上が，離脱しなければ起り

得ない」　　これ等多暦吸着水の溝極作用によけ，隣撰す磨ごつのミセルの棲を連絡歩る，極性の強い

ポリベプ汐イド鎖に，razado）n　ooi1状の統欝的安楚i膨態覇をとる辮糖許す。

　（4）カの作用で鎖が伸長されると，B型残塞（雨論功の模型との連絡上；これなα型とも呼幡

う）の分予内水素縮合が1帆dに応じ℃切れ，伽聡1乳tioユ1、vα士evの一部は離脱する（この状態の残藻を

a＊で示す）外力に從つてα＊残基は，分子内廻転で伸びてE型（β＊で示す）になる。β＊は謡H，OC・

が解放され旗活性化状態である。水和し弛ペブタイドに於ても，塾型はE型より僅かでも妥定14）故，

もし鎖間の相互作用や室商障碍がなければ，力の作用が去ると共にE・型は自然B型に戻り，分子内水
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素糸給も再び総れ，楓，1、，1、ttli・ll　1・瀬の暦も【降【臓す。「カの個1にせよ，僻灘紺粥こへよよド

非磁的鹸（変性の嘱性）カ・行われる爲の，一つの腰條撚，1～一・聰鰍である」

（5）さてミセルの核の等方醗布レいる，こ解矧燃を寧・・漁軸1副漁”と“乎鷹・
この相のZF衡は，機械的，化学的，熱的諸作用で破られゐ。r”　：r・な仲畏する時外力σ）作用は，費料の

内圧嫡め瀕とその1繊要素の配向齪がし，側鋤の影響や容間麟簿翻1除して」肥一“°鮒日

．1：のより澱梱能にしつつ，より・」・規模なミセルの搬癬臨蜘憂1吐魔依る繍綿子の繍

梱能にする」かく外力の作用でμ1都豊鱒的雛により，囎が統詫納に鰍配向磯しナ・時の

駅態を，tf211d　me愉噸b1｛｝，qta’1：0〃と呼ぶ事にする6

（6）］i：’・一一・］eesuの親和力がぶ一、・漁燗の辮ロ加軟静搬に1題，・一・脚ヨ撒一：蹄固聡爾効

作用範囲内に近接すれば，その相五作用で吸蒲水勢拳の配列緒禽が級み，こ0）水勢帯の吸懸の弛綾嫉

1弓購一部の搬糎蜀め，より・一・」er】珊】一・ilzz；El　）lr．の近撫許し，これ齪1溺一脚の糖肋繍

大させる、1】｛＿コ燗の槻作用の♪駄と諏着水の離脱は概甕騨向肱胴現象（A）濾醐翻諌

に曜1君……部の凝舞箋は鎭の闘獅の酬舳度撚纈せ藻れが亦凝勲儲軽。購騰が
絆晶格子に陥入する際に自窮的仲畏をし，隈力が楚分減嚢するが，これ鱗に薦つく熱力蝉繭鋤撮縞総1

靴翻と翻、賑搬に欄・．，これが亦紬靴を髄する・．・1の響⑳脚辮鯉鱒鷺鴨！
　（7）　S鎖が1　＄vaとからみ命う暦もあり，殊にL乃水欝誠℃ぶ8と澱は良く鵬勲愛衛焼，側鵜鵜〔ジ

てtlSの灘臨斑識軸て弱奪鰯く識械酢購でF「が凝圃謝られると飢「蹴搬翻
の締糠嫌繍射繍もなく恥，激し曜間磁剛締力・ら鰍され，殆んどゲル魁し磁

は癖幣液ではゲルとして取り残される」

エ．の分予形態に関するこれ等の仮定のer・　M性は，釧螺錨こより支搏翻Zるが・eの一鰍しで

別論恥に述べられている様に，この仮読により1・のi鶴躍憔が次図の鋪く醗明される6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　veqLl・㈱蟻…雑r“h竃（ltn・、tLlil

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φe丁薫置廿補熱1k

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Flg，　i．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞭㈱触、

　　　　・鞭e・欄κ・1・　the　1，t言艦h副he　c°・・ee劇i°・　　・る
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　　　　　　　　　　　　　　　　測犬絹の凝固機構の説朋IH）

　上の緒仮定より見れば，1の凝間燭程と凝圃物の性椿1りが，如何に論明されるであろうか。

　（1）伸長漿固現象：2”‘iinet’astal）le賀鳳oに翌りその伸長群ζ圭で岡驚翻zば，その伸長状態に応じfa

配向度及びEER……部相互の近援膿離で，奉行集束した鰍麗は，嘱力の力積作用に依り漸時弱小な

ミセルの核を綾和し，鎖間のヒリに依る結合点の齢列が発域で行われ，爽粥に凝集作用に謬加する結

合点の多いミセルの核が櫓す。他面熱浬動が抑制されてゆNa，熱遡動と引張りの爲め切れる關小なミ

セルの核は減少し，遜にはこの張力では緩和されない親模のもののみ残り，（4），（1め両協圃現搬の飛蹄

的趣行とオ圏倹つて，急激に安定一｝阪maナcる繊維撒ミセル体にi劃耀rずるo

　（2）　無伸長凝固現蒙　　　　　　　　　　　1

　　三）乾燥書常温乾燥rは，旛鉱噌の舞俸物翼に依る，・徐々癒る酸化作用等も無覗出來ないが，一

応それを措V、ても，綾徐な肉由水の熱発減少に依る，吸藤郡幾衡の連続的移行に從う1獄撚‘1“，　at’（1［’の離

脱は，韻のU、iom掛o、甑ifmユ泣otl鰍の肖由度を凍結してゆく。敏にJm鴬…・麟膠阪の衛璽の機禽抹減

少の一遽1な辿り，1：LI來た結禽は切れ難V、が，1報來難くなり1｝OI職d、鴇t鯉一壮r鋤蜘セiQ気いv就鯉→f顯o　w就酬

一・－ 魔≠垂高P1．の進行の極隈的卒衡では，結晶1七漣度もOに牧獄する。要するに常温乾燥凝圃では，緯鹸成

長速度が小さく旦縮晶芽（ミセルの核）の発舗難漫がboiu，t（l　w磁orの滅少に伸い容易に0に牧敏する

爲結晶化速度が小となり，秩序的凝錐が成される鶴に肉由度の凍結されね，所謂4ガラス欺態ヴに対応

する無秩序的凝固を招來するo｛多くの：B（a）禦残一tu：がt9云移せぬ儘に凝隣1させられ〕ヒ，この凝償1物は，

a型残墓の残留の多小により簿方的α製（1事翼藍旺　：be．nt，　fm・m）或いはβ裂Q勲、のX線図凝示す辮ば，

容潟に期鍵されよう。この路・型の盛い凝固休は変殿遽次で凍織書せもれ鵡慶幟F醐験態と呼ばれる

可きものでああが，分乎形態とし℃は成熟し洩ザルを躍に凝闇しね泥けのもので，絹綜腺の中のT，の「

勢子欺態とは本質i的に同じ｝もの森ああ鰯熱，特騰注窓し憲置齢癬い。

　　ii｝加勲言繍濃磯求，護》の乾燥⑳偲遜セ劫騰欝，鎖及び吸糠水命予の活酸な熱湿動の影響力驚慮さ

Pt撫翻ミら臓糊日熱騰よ識灘霧遷＆灘総勲蘇諏蹴ら，、工鰍蔑繕麟羅の隙瞬が促糠される・夢界癬聞障碍

等の寛服耀列襟嚇側識齢轍雍風醗翻諏蛎澗榊鱒騨撫轟・織魏薦締難嚇の．
職が困難になり・酬・眺の齢易に鰯する・纏麹郵劔照撃・躍麹礁鱗磯購一X
規模麟奮ののみが選択され暗聞的に集積されてゆく。從つて加熱凝圃に疑凝圏物は，よの盛くが，蹴

翻に喉移しナこ歌態故，X線図は等方的でβ型（EW．◎xtcuided　fOrnエ）のpatt轍Lが支配的である講が

予想される。（A）協同維用は，起り1昂いが初期に於ては，巾絶され品く，（B）協同作用も初期には越

り難Vb。

　　ii董）氷結；通常のゲル或は水溶液ではゾルの，’氷析と同様であるが，特に内部白由度の凍結に

俘う，（B）協同作用が璽要である。ミセルの核ヵ隈瞭難いが，萬來たものは圃定さ・れ易い副冑は，加

熱の揚合の道怨醗明する迩もな㌔㌔又】I」の水幣液の揚合には，自由水の氷結により凝藥が促がされ，

氷結による内圧の増加によ鯛塞閥陣醤が熾聯勺に緋除され弛り慧憩されたりする。要するに氷結に

ょ鉱極め℃無秩序で不均質な，霧くのα型淺基を残留した凝圃物が得られよう。

　　iv）ms1＊’：これも機械蜥棚に依る，察聯鵜の籾除と配列の｛騰及びE】弧…一部の驚接触

の機麟鋤蒔樋じての調種伽作鋼の髄である。特にLの水溶液の癬は，稀鶴幣液雌
騨碍が鵜騰く，鰹が流線購つで働て離に配列鎚故譲分徽維糠セル体蝋析が
期待される。

　　v）化学作用：アルコール，酸等による脱水作用も，強圃なhoinicl　“rat’ai，の離脆を促がしドアル＝

一嚇その層な鱒糊ン汁ルt・より・騨一脚騨蜘オ・の作朧圃様に澱騰傭性
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　な憲う作用を勲ねて，凝集反旛な促遡す誌o特に酸イオンの濃壌iが嵩ければ，脱嵐汲び血蹴離灘と作

　用するに充分な濃度の酸の，T，のゲル内に於ける畝散が短時間に特われ，一▲様にミ舷ルの櫨が繍戚寧

　ることカs期そ寺されるo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　從來の定観に対して

　　議論判ヨ確にする爲誤鋤趨り易疇項葱先づ脚でおく，

　　　（a）変性の概念のS）d）G）駿昧さε従つて変燃の漁穣に対す為ξ剛断，及び鵡激膨鱒期に灘撞為講識

　の不明瞭さから來る混乱。

　　　（b）ゲルとソルの駒1）混同：（i）1」とその水瀞漢とに於け樹難の脅挙欝態⑳灘闘幡催為簿欝，

　（i｛）ゲルは鎖欺分子に特有な歌態であり，丁・の濃鷹齢％ば球状縄分予城轍繰命鞭に＆欄鷲橡窟灘穂i蹴1

　溶液でしかなく，鎖歌高分子にとつては，到嚥ゾルであの褥滋寓濃趨であth　eとい弦物灘陶購識鵬の

　飲如に…讐つく誤謬o

　　　（c）球”X　Fというとき1その球欣の概禽は．（i）蝋醗珊勢の賊る・鎌紳の下1難於けあ，糠蹴醐欝驚i麟

　態である綜毬ヲ脚籏）llりな意味するo（if）畏短1蘭比の明簸な構燈附嶽，・剛1欄四蕃取やあ為礁（搬｝儀翰墜伽

　（EE　EB）s－，（lll　BB］3）n……14）等の汝口養ものであるo’

　　　（め　勢子鎖と鎖猷鈴茅め混同に暴つく混敏

　　　　　　　　　　　　　に　　1・球形醗に対して：從來成熱9濃絹縣腺（以下轡で承ず）附響巻，第の欝命鎌拳撲熊醸，辮繍樵⑳

　可灘際球形蛋降質であるとざれ℃來たo蕪EYE良紳識S磁鋤R禦嚇耕研の特微繭嶽職櫻論，鱗繭欝欝騰θ顛一

h／僻轍認あ」A症・Y・RがrLは絹の蜘・な撒欝，〃取・醐鯉なジ騰あ剣麟畿滋灘，諏

潜く磯雛帷礎聡となり・軸，穐こ醜飛匪鰍騰鞭翻琶・麟磁紛輔
　工」が獣形でない斜ま，㊥）（ii）より明かであろう。藁幡鵬力鞠漫の精鞭際癒灘麟痴繍1カ、編撫騰驚が

　鎖殊であ（bのみならす，何らかの側秀の鑛蘭（ε縮禽があb，網（総）朕禰盤畿灘縷織搬鰭懸薦嚇織礫聯膨

　瘡。「而も魍惚／c瀞以下の張ヵで，蔦00％以kにも締畏し褥る灘i嬢糞曝，力織為鑛㈱藤縮響「織滋綴帯

　僑齢繍なものではない輔が結講練る構の謙次球灘藤懸穀で鵬鰍嚇撒
耀醗醗の様に瀞釈し騰さ鴻離’も励う識の励繊賜禰嚇灘毒藤繍灘融

　轡であお・蒲氏1°臓BRILLのX線㈱佛結卿鵬聯嚇糠酒鯛卵，灘纏購纏識
　弛もなくX線繍鵜繭分子の等方貞勺鮪燃髄湘輸醗鞠獅勢麟鰍纈辮融
　謄擢㈹（働欝腱嚇享徽獅混瀦鶴幡くも，禰1贈雄総繍離灘麟轍餓
　鰍1・縄嚇醜轍μ鐵下の粒子は，翻イ齢瀕繍瀞でああ灘鞘に騰賜輔凝⑳
　事は以下の鷲i察で次第に明かとなろう。

　　水溶液に船ける球状分導形態の｛Eりカとして，（e）（i）が塘えられる。氷襟帥滅鱒叢轍軸鋸常漉”ぐ稀

　薄溶液ならばF鎖は，蜘置dOm　eoil歌態ゼニはあるが，比較的開いた周曲鍍ど膝疹う。梯薄費なけれぱ類

　多ぐの聖鎖のからみ合つ拠ゲルである。今仮りに或る濃度と溜度で水和の爲、璽軟となつ態鑛懸分雛

　が充分籍に捲き込んだ，諒形の締毬歌態が最も安定欺態であつナことし，璽にこれが掛僻輸繊漁競癒蝋

　に於けるが如き，大きな蓮動鍛を持ち欝たとしよう。1だが次の瞬間にはこの縣毬舟畢健，輔塞の開い

　t　－et・9線とな嫡響止してしまうであろう。　つまりg（’，od　t“（ユlveut内を，　i渠軟な縣の毬が高遠で動く隠，

　n黙’ztual　fniatio）il　｛こよる鎖を伸ばそうとする傾向は，毬1伏に縮めようとする嬬動よりも，桁選v・に大

　きいからである“i）6では（e）（ii）〔iii）の如き球多1犬は可能であろうか。韻のからみ含つたゲル凄，照な為

　蒸溜水に分散させたのみで，主原子価結食が切れたり結ばれkりして，聞もなく構造を持つナζ圃体分

　子になり，更にそれが僅かな流動により，再び主原子価が切れたり納合しtcりして鎖懸分子に撰る購

帆如鰍響素㈱｝歌翻脚勺縮性化を穂しても先づ不可能であろう・
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　溝水灰はαの中でもFは綜毬歌であるのと踏えて履られ激◎又稀瀞瀞液で嫉発予分散露ゐことが

あり鋼附予が靴であ幡るにしても・　i」tル内轍職は蜘1体1讃℃の靴は，分1子蝋であ繍

も誤解して居られる様である。これ等は繰り返えす蓮もなく（bXi）G圭）及び上の醗賜等より，白明な

不合灘であゐが，問題はこの概念が，t’くの研究者に憂け継がれ，朱だに舗断の藩礎となつている察

にあるひ荻原氏10）は，この競を畏け容れられると同晦に，（のGii）の低分導醗をも佛湛聴丸罵居られ，

吐懸の際の索引により，（EBBB）n，（E鷺E　B）藩の爆の一力斯が切れ，その様なものがVfiua　der　Waais

の凝藥力で凝集して，強靱な絹縣が禺來ると迦べて属られるoが先覇（のの（i＞とGii）な1司隣に併せ藩

丸る購嫉それ陶傾矛庸があり，顧に懸紫蘇i用を聴え㌻嚇調単駒僚用のみ恐・ZNva“CQ．の処鎌，禰艇多、く

の分滞につ1感C圖鱒に劃れる餌は不可能であり，絡りに聴し切れ拠とし℃も，これ簸（）の3α簡位の鎖

齢子のV蹴・i・・W副醐～騨嫉物は，磁のミセ・嘱脚物癒力峻構懸灘好でしかない。
MEYER　4）は，変性の・・b一般i約漸擦のみ懇制購し，（のの瞬期的鷲慮をしなかつ弛爲か，爽際ゲルであるも

の撫ゾルとしているe何れにしても球形醗は無珊であろうo　　　　　　　　t・t

　皿．凝固について：溝水既のX線的研究“）は貴窺なi凝料であるm、氏はX線図の拠t伽糠塘良ぐ把ん

で愚ら燕るので，残越の形態変化に開しては，特に正確に認識して屠られる。又等力憶か異方性か穣

蔑の火局的秩1事もX線図から容潟に判る。処で闇題は巾間の秩序即ち鎌の周部的な凝簾撒態，届郁と

麟剛襯関係という’熊イεるe　一”例蝉陳ば，氏は齪｝餅・間構として，二つの興聯腕・・

繭綿方体を認められ，それ等をα’製及びβ’翻※と名付けられ，駄にGの中のmat．iveな懸毬撫のF脅予噂

が・繍の繊維状不鰍照蝋1こ灘膝る，・燗の燃と翻曜。Xしもこの・・型の1・愈伽が，1・ノ2

鴫5～2・鉱醸ならば，これ齪しく鱗の撚のa（B）賊蜘・議しで磁髄撚態で，繭
②のi）で特に注意しで置いた崩り，分子形態及び凝蘂歌態としては，生のLと郊質的に相等しいもの

ではなかゐうか。唯処理と驚燥縣催りtiルが凝圃、／Ltnのみで，生ぬ1・に比し余程β残基が橡し，從つて

網㈱繍勲樒購難蜘撰醗糊脚購螺度惣つ嬬・鯛礁鰹鱒りurc來
彪轟灘灘燃諒鰍力辣結闘窮醜繰う獄農の差があ奄の醒鱗ろう⑤観惣らば残の調うα緻

は・糟的繊懸灘蝿慰纈繋縮力騰瓢も礁鱒嚇の騰齢圃瞭解あ・（7・＿
氏の調やれる意味では決して変性叩闇態ではなく，鱗為索変蝕懸態であり，而も薙瀞㊨α裂無海ミ嚇

・螺剛糧してこ瀾・継の鰍で変1畿申間態である認氏の謂われ翻’型は調繍には灘ゐ

繊維爆肉質に見られる，E（β）型残藝による張圃な最絡的凝集の安定型である。外蘭俸用のない高分

子集合の如き撫雑無秩膿な集団では，局部と局部を秩序づける大局陶桃塵瀞あり得ないので，〆、β型箏

方性ミセル体は繊繊総セルイ杜諜ネルギー的に火差なく，剛譲に安鴬な，変性反応の最絡欲態であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lる，と溝う他はなlnoこの意昧でβノ型も決して溝水氏の調われる意味で変性の申關約歌態と嫉蓉い得

ない。かくして關題は，変性の概念の明確鞄（a）に偏iするo　　　　　　　　　　　　　　　　　　章、

　置・変性につ艦耀1、変性の定義の検討鯵，今の目的ではない。蝕では少くとも誰にも明瞭な導興か

らtlH　eeしよう6変雛の贔遇程を，〈1°）準繋定か不妥定か，少くとも一つの固有な奉衡糠態に雀お，・一（2°

塗にそれが磁れ構慧変化が始象り，前の一つの脚富が全く央われ旗無秩序撒態78　ma　’C，（30）薪しい秩

藩の構蓬が再構成され，他の一つの婁定散態を得る，の三遍程に分けて認識する媒は，・誰しも許容す

る群でああう。然らばi変性が了つたとは，（30）の再構成が終了レ安定した簸態になる事であり，それ

が簿方個掴型ミセル傭の歌態（以後これなx・　1　et　stahle　’　st’at’e”と呼幡う）であろうと，繊維歌ミセル

休の厭態（拶後これを”2）ia：　tal，）1e；tate　ttε呼ぶ）であろうと，共に安定な歎態ならば聞う処ではな

い。その何れを他の変惟中間態と呼ぶ票も，変性過程の湾察から見れば不当であろう。かくτ灌水民

押無ψ1es敏搬腓鷹礁睨られ燦は・難の現編的意獣照合しても，鎖では
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ない。同様にこの意味で，絹縣腺内でかつてはFが可溶性球形蟹白質であつナこ講は予想されるが，少

くとも普通のGの申のLの欺態は，i変性中闇欺態であり，等方性αi璽ミセル休も岡様である，と藻暫

は主張したのであつた。｝t・廠にしても，溝水氏の秀れた築験的業綾により，凝閥以後の購輿は可戒り

明かにされ旗様に思われる。

　IV．論銚麗燈b絶についC：M鷲ER動の衷現”me　l轍a1，1e”は非餐穿に車見ではあるが・嚴鰹に澱

えば要当でない⇔この間の寓構の詳論は主題より外れるので別論で行い度いo唯結輸的に旗丸鵬

MEY画謂うm，士a，tb1。な1購とは，我々の1鰍ぴ2…1漁・翻・・傭翻毘同し淵娘なものであり・

彼の調う離able甑士e即ち我々の鮒s’table漁†。1二対しては決しでユ’11e士aStal）le鵬t¢になつていない。

從つて我々は，「分子の磯械的配向により，1．xの渦飽和欺態が除虫される」という彼の醗脇　r命峯

の機械的配向により，工」の過飽和欺態が準備される」と訂τEし牝いo

　　　　　　　　　　　　　　液歌絹の全懸移相（融＄peOU躍δ此ion）

　さて，上に明かにされ紀，鞍搬の歌態のILの分子形態に対して，それ以後の撒態即ち凝圃物に於け

る分子論的聴搬は，異測が容易であり旦対畿が安窺である爲，既に過鎌に於いても褻くの無磯な資斜

が得られて來たので，央鞍合理的㌃こ齢すれば一応の概観は得られよう。処が灘ら纏…騨齢

の故に，爽験の結墨の綜奮制断に，從來や瓦もすれば矛盾が含まれ易かつfので嫉あゐ象いカも爽の

課題はゲル以離のLの歌態の解覗という購になろう。察際変性の開始は，G内でゾルー猿ル礎擁の錨

濠つた時期であろうと想傾轡れゐ。蚊でひるがえつて，絹繕腺のi艶遼及び液歌絹の蕊成の過穣憂想纐

して見よう。勿論，かXる想像は，磁化単或は生物彫的単識を必饗とし，i則底蕪者の如き紫人の力及

ばぬ捜で韓あるが，簡軍な常識的制断により，我々の漸擦領域と連路させる窺嫉，紫人の夢としで暫

されよう。

　蚕児が桑より榊取しナこ蛋白質は分解され，アミノ酸域はペプタイド溶液として，αの粘膜か藤分泌

される慰1は略A確契であろう。Gの雛耀に伸》轄磯されナこ，これ等の溶液の濃度は高くなり，適濁癒

濃度に到れば，酵素か何かの撞触作用により，蟹含が始まる瑠が想豫される。活性北の機構は制らな

いが，もし段階的に進むならば，両来端基の安定の爲（EBBB）s，（EEEB）ft－…等の鋼瀞巾間膨態海

とる可能性も考免られよう。叉より圏然なのは活性花が軍調急激に遽み，アミノ酸幣液から麟鍵欝叢

替茂応饗，禦リペプ鋭イド“ゾカが生成されると聴える察であろう。この辺の纂構の想像は，よb糟

密蝕齢的鞘…嚢、物燃耀アミノ酸虜瀬列の，騨紬襯則性鞭則・戯ば翻によ鞍馳の差異
馨を知らね漆，F荷ども讃えなV・であろう。i次に蝋リベプタイド・ゾルが一定濃度に癖すれば，講　Ptイ

ド粒畢特潜あ遽距離力幼か何かの作用の下に，脅子間相互作用が始まり，ゾルーゲル変換と呼ばれる

i簗合秩序の変化が慧き起轡れるので獣あるまいか。他面このゾルーゲル変換の影響として，高璽合反

応生成系のポリペプタイドな，遽次ゲルとして挙衡系から除虫される結果になり，茂応系のアミノ酸

の殆んど凡℃が震膏されるという事も漸え得よう。これはα内の遊離アミノ酸層定盤して見れば，容

揚に検証出來る馨であろ5。樹，重含に於ける活性化載は央活の機構は，鷺解質コロイド策の理論と

轡接な関係を有する，興味ある間題と予想されるo何れにしても，かくて所謂変性が始まり我々の蒋

察領城と蓮絡した駅である。

　　　　　　．　　　　・　　　　　　　結　　　　語

　本論で筆者は，液状絹の最も興床深い，併し不明瞭な歌態の分子状態を，Wi応明確になし褥た様に

思われる。その結果Jそれ以後の凝圃過程及び凝闘物の性格が，從來より梢々明瞭旦合理的に理解さ

れ，同時にその状態以誘の過程の展璽も，藩干容易になつ江であろうと考えられるが，如何がであろ

　うかoそこで些さか強引な塗過程の蓮絡を試みたが，何分・一…つの試みに遇ぎす，勿舗その正否は將來
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の爽験に倹たねばならないo

櫓の各部分は疎融立の轍として取鋤れ胡き内観蔽騰ち，、こゆ1・論で麟獅搬

温・到底な1灘％併し或る寳険の概観が得られ塒に，そ磁韓分が簾的な知翻係の，磯
的な構威要紫として禽まれる爲には，この種の粗い展豊により，他の部分との相関，壼体の部分とし

ての調和が，論理的整合幌の保融として，検誠されねばならぬ轟は明かである6

最後に液髄豫の大要耕更獣働・に，分子形態及び凝鰍態の変化として描tw・U，棚七輸

に鮮細な検討例えば側鎖の活性塾，チPtシンやアルギ昌ンの行動等には触れなかつ＃。これは決して

（未だ物銀的慨界像と化単的世界像の一致が，完金にはなされていない現麗），変性現療そのものが

純物翻的現象であるとすゐ駅ではない。藍し，第・・一　｝：変挫の本質が分子間の協同作用による藥合秩序

の変換に准りとすれば・10％や20％の側鎖の興常分子の無秩序＄は，瀧蹴的に雁絢され協同作用を

促がすにせよ鱒るにせよ，tの程度の概鰍こは無覗し得るからで勧臼，第二には，より曖味な化

聯的観点に捉われす，先す明かな主暴戴のみを第一近似的に綜合し大要を偲，次にホリ詳細な驚察に

より精密化して行く態度は，亦科学一般の常道であるからである。

　絡りに，色々と網談に乗り激励下され旗，畏友一憲淑央氏，高木麻郎民及び本誌へ霧稿する様熱心

に御奨め下され＃荻原敬投に，深く御糺申上1智こい。同時に，数単講晦に樫り乍ら，かXゐ研究を・行

い得江纂は・極端な偏見と独裁廟排　れ，学の尚由を愛護される，上記諸氏及び木内敢梗，西派激

捜，八木敏授，窪田敏梗方々の御援助と，俘藤学部畏の御配蹴の賜物である事を附襯し，6’｛lxの御静

滴に感謝申上げる次第であるo

　本研究に翼した費用の一部は，文部窟科学研究費である。　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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　　（鋤　複難な涼度分項了を奥えられ7ヒ流水の揚では，鎖ナ択鈴争が楕円体となるecとも勘るo併しli｝1・く）wコ山』IUI加もiUL竃囎

　　　，　は，一療な薗1線的流れ，の親であるから，重災映分皐は剛直線に闘H唾1する外はないo

　　　　石贋冨明　3高分子イヒ辱ぎi研多琶発表会で講演（fi召零0264ド12月　1　ii「）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嗣

　　　※済永蔑は，’Kの謂われる〃変性申聞態〃である，嵩つの職1か性Sセル体畿，nt双びβ型と磁付けられたの饗
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